





















































Understanding the situation Fukushima nuclear accident evacuees are in now
―a study based upon an interview survey―
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ＩＤ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
性別 男 女 男 男 女
年齢 76歳 73歳 76歳 92歳 68歳
職業 会社役員 無職 無職 無職 無職































































































































































































































































































































－  25  －
た。家の喪失は帰郷への思いを変化させた。
（３）妻の葬式のための帰郷
　Ｄは避難生活中に入院中の妻の様態が悪くな
り、妻が亡くなった場合には楢葉町の自宅から葬
式に出してあげたいという強い気持ちがあった。
帰郷は特別なとき以外はかなわない。
６　支援について
（１）自身が求める支援
　自身への支援を求める対象者は少なかった。Ａ
は、１回でもボランティアなどのサポートを受け
るとあてにしてしまう、足腰が立つうちは自立し
て自分の力で生活したい、人を助けても助けても
らうことはしたくないと語った。Ｂは自分たちで
できているので大丈夫、Ｃは自身が求めているも
のはないとそれぞれ語った。
　一方、支援を求める声もあった。Ｄは自宅に
戻っているため、失ったものを取り戻せるような
支援が必要であると語った。具体的には、医療と
福祉、買い物へ行く場所、地域のコミュニティで
ある。またＤは、避難時には支援物資は欠かせな
いが、集団で避難している人への物資の提供が優
先され、Ｄのように個別に避難している人への物
資は不十分であったという。
（２）避難者が求める支援
　次に避難者全体が求める支援について聞いた。
ア　安心して暮らせる住宅
　Ａは、まずは住宅の確保が求められていると
語った。Ｅは身近で「どこに住めばいいのだろう、
教えてほしい」という避難者の声を聞いた。避難
者が独力で住宅を探すのではなく、斡旋などが必
要であると語った。借上げ住宅は、自分の家であ
るという実感が持てないため、安心して生活する
ことができない。震災以前の自宅に比べると部屋
が狭く、荷物が多い中で小さくなって生活をして
いるという。Ｅの一番大きな課題は家を買うこと
であり、子どもたちが安心して帰省できる家を求
めている。自分で家を探すことの大変さ、家を探
すことへの支援不足が浮かび上がった。
イ　かけがえのない医療
　Ｂは、お年寄りの場合、病院への足が必要であ
ることを語った。Ｃは求める支援にはきりがない
としつつ、医療関係は大事であることを語った。
ウ　話し相手がいること
　Ｂは話を聴いてくれる人、相談できる人が身近
にいることが大きいと語った。Ｄも話し相手が一
番大切であり、話す人がいないとストレスが溜
まってしまうという。Ｂはふるさととの連絡網が
必要であるため、社会福祉協議会の人に話を聴き
に来てほしいと言う。Ｅは家にいると話し相手が
いない生活になるため、同じ境遇の人と会話がで
きるサロンへ出掛けるようにしている。Ａは避難
先の人との交流よりも、１年に１度あるふるさと
浪江町の隣組の親睦会を大切にしている。
　避難者にとっては、生活の基盤となる住宅の確
保だけではなく、孤立することを回避するために
人との繋がりを持ち続けることが重要である。
（３）避難先の周りの人に望むこと
ア　避難先での心無い言動―差別と排除の体験―
　避難先で自分を含めた避難者が周りの人から心
無い言動を受けて傷つく現実は、３－（２）で述
べたが、ここでも類似の体験が語られた。具体的
には、Ａは避難先で近隣住民に挨拶をして無視さ
れた。また「賠償金をもらって医療費も免除でしょ
う」「賠償金をもらって優雅な生活をしているん
だ」と言われたこともあった。避難先の茨城県で
コンビニに行った際には、客が立ち止まり、車の
ナンバーを見た後に「えっ、ナンバーいわきだよ」
とも言われた。他県に転居したＡの友人は地域の
人との付き合いがない。Ａは避難先の人々は、避
難する人々の同化を拒むと述べた。
　Ｄは、福島から避難してきたと知られると、よ
そ者扱いされてしまうと語った。また、Ｄの友人
は「放射能がうつる」と言われたという。Ｄは、
（澤上・小野）原発事故避難者が置かれた現実への理解
埼玉工業大学人間社会学部　紀要 第18号
－……26……－
優しく接してもらえるのが一番だが、なかなかそ
うはいかないと語った。
　Ｅからは避難先の人とは分かり合えないという
言葉があった。Ｃは理解してくれるように求めて
も仕方がないと語った。
　Ａの友人は福島県内の避難先で店を開いたが
「邪魔者が来た」というようなことを言われたと
いう。
　避難者には、周囲から傷つけられることへの警
戒心がある。それは傷つけられた経験が少なくな
いからである。Ｅは探りを入れられて傷つけられ
ることへの苦痛から、話す内容の線引きを行う。
　福島県内でも避難者への差別は存在する。
イ　普通の関係・暮らしを望む
　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｅから頻出した言葉は「普通」であっ
た。Aは、色眼鏡ではなく「普通」に自分たちを
見て「普通」の関係を築いてほしいと語った。B
は「普通」でいい、Cは「普通」に接してくれれ
ばいいと語り、Eは「普通」でいい、それだけで
充分であるという。
ウ　近隣住民より遥かに親切な店長と店員
　Ａは避難先の近隣住民との付き合いがなく、
スーパー等の店長や店員と仲良くなるしかないと
語った。店長らは、親しくなるにつれて買い物の
時に話しかけてくれたり妻の具合を気遣ってくれ
た。Ａにとって、自分のことを気にかけてくれる
人との会話は短い時間であっても幸福である。
７　原発事故について
　Ａ～Ｅは、原発や原発事故について、実際に事
故を体験した人ならではの切実な思いを語った。
全員に共通するのは原発に反対という思いである
（紙幅の関係から、詳細を省略する）。
８　避難者にとってのふるさとについて
（１）　離れがたいふるさと
　Ａは68年間住んだ浪江町は自分を育ててくれた
大事な町であり、その大事な町を自分で捨てたわ
けではなく、持っていかれたのだと語った。浪江
町への思いは語り尽くすことができない。Ｂには
生まれ育った浪江町への懐かしさがある。車を買
い替えた際に、購入先の地域のナンバーではなく
いわきナンバーを希望した。浪江町を忘れたくな
いという想いからである。Ｃは、浪江町はいい所
であり、住んでいた地域もいい所であったと語っ
た。Ｄは、楢葉町は安心できる場所で、避難生活
中は毎日のように帰りたいと思っていた。Ｅは、
自分のふるさとの喪失は信じられないことである
と語った。「ただいま」と言って帰る場所を無く
した悲しみや辛さがある。浪江町では墓じまいを
する人が多くなっているが、Ａは同町にずっと墓
を置いておくという。この発言は、生まれ故郷と
の縁は死んでも切れない、自分も死んだら浪江町
の墓に入るという気持ちからである。
　避難者はふるさとへの大切な思いを抱えてい
る。その思いは避難後も変わることはない。
（２）有り難いふるさと
　Ａは避難生活により一度商売が駄目になった時
期があったが、客と仕入れ先は１人も離れなかっ
た。この出来事は、浪江町で生きてきて間違って
なかった証と思え、その人たちとの繋がりは死ぬ
まで持っていくと語る。Ｂは、ふるさとで震災以
前は理容師をしていたが、避難先では商売はでき
ず、理容師をできないことが今一番辛く寂しいこ
とだと語った。商売をする者にとって、ふるさと
で常連を対象に商売をする機会が奪われることは
やりきれない。Ｂは浪江町で出会った稽古事の友
人がいるため助けられている。Ｄは友人がいる楢
葉町に早く帰りたいと思っていた。ふるさとには、
かけがえのない大切な人との繋がりがあった。
（３）やりきれないふるさと
　Ｂは変貌した浪江町の風景に寂しさを感じ、Ｃ
は浪江町に住めなくなった悲しさを抱えていた。
Ｅは自分の中でふるさとに住めないことにけじめ
－……27……－
がつけられていない。
（４）避難者以外の人にとってのふるさと
　Ａは娘たちから「お父さん、私たちだって被害
者だよ」との言葉を受けた。この発言から、ふる
さとを失い被害を受けた人は避難者だけではない
ことが理解できる。別の土地で暮らす親族や知人
にとっても大切なふるさとが奪われたのである。
　以上のインタビュー結果の分析から、原発事故
避難指示が避難者に与えた影響を図に示す。
図　原発事故避難指示が避難者に与えた影響
９　これからの人生―それでも生きていく―
　離れがたい、有り難い、やりきれないふるさと
を失ってしまったが、それでも避難者たちは生き
ていかなければならない。Ｃは何とかなるという
気持ちで前向きに考えるようにしている。Ｄは落
ち込んではいられない、愚痴を言わずに前向きに
考えるようにしている。Ｅは無理にでも避難先を
ふるさとにしないと自分が浮いてしまうという。
過去を忘れはしないが、先のことを考えていかな
ければならない、振り向いてもどうしようもない
と語った。Ａは最近涙もろくなったが、子どもた
ちの前では涙は絶対に見せない。Ｄは、ふるさと
が明るい町になることを願っていると語った。
　避難者は、受け入れがたい現実とこれから先の
人生の間で複雑な思いを抱えている。
Ⅴ　考察
１　突然奪われたふるさと
　ある日突然ふるさとを奪われるとはどういうこ
となのか。ふるさととは、生まれ育った場所だけ
を指すわけではない。ふるさとには一人ひとりの
大切な思いが込められている。避難者は、大切な
思いが込められた家も、自分が築き上げてきた土
地での人間関係も、人生も、多くのものを突然失っ
たのである。
２　傷つけられる避難者
　避難者は心無い言動に傷つけられていること、
それは福島県の内か外かを問わないことが明らか
となった。避難者の置かれている現状を理解せず
に批判的な言葉を投げつけることは、苦しんでい
る避難者を一層追いつめる。
　本研究では、避難者が賠償金をもらったことへ
の心無い言葉をかけられた事例を分析したが、賠
償金をもらったからといって、ふるさとで過ごせ
たであろう、かけがえのない時間や人との繋がり、
仕事や日常生活などを取り戻すことはできない。
また、町ごとや同じ町内でも賠償金の額は異なる。
その金額の差が避難者間の不平感を生んでいると
いう現実もある。避難者を一括りにして論じるこ
とができないのと同じように、賠償金とその金額
が避難者に与える影響も一括りにすることはでき
ない。
３　避難者が望む「普通」
　避難者は「普通」に接してほしいと思っている。
「普通」という言葉が出てきたのは、これまで避
難先で「普通」に接してもらうことが難しく、自
身や周りの避難者が辛い思いをしてきたという実
（澤上・小野）原発事故避難者が置かれた現実への理解
埼玉工業大学人間社会学部　紀要 第18号
－……28……－
体験があったからである。
　実際に人は、避難者自身を知る前に、避難者で
あるというだけで偏見や負の先入観を持ち、濁っ
た目で避難者を見て接してしまう。濁りのない目
で避難者を見ること、接することが重要である。
４　避難者自身の体験の意味付け
　避難生活を送ることになり、避難中に優しく接
してくれた人への感謝の意味で、Ｂは「いい人生
経験である」と語った。また、Ｅは避難生活を送っ
たことで「人生が、ちょっと視野が広まった」と
いう。
　このような言葉の背景には、複雑な思いや矛盾
の束を抱えながらも、それでも生きていかなけれ
ばならないと、自らを意識的に前へ向かせようと
する意志があるのではないだろうか。避難者は、
前を向いたり、後ろに引き戻されたりしながら生
きていると考えられる。
５　私たちの省察
　福島県外に住む人々は、原発事故というと福島
県の事故として一括りにして捉えてしまうところ
がある。しかし、地域によって避難指示の内容は
異なる。また、避難指示が解除になったからといっ
て全員が帰郷できるわけではない。放射能への不
安や、それぞれの事情がある。一人ひとり抱えて
いる問題は異なり、解決へ向けて進むスピードも
異なる。だからこそ、避難者を一括りにして見て
しまわないように気をつけなければならない。
　避難者の本当の苦しみや悲しみを理解すること
は容易ではなく、差別や偏見を完全になくすこと
は難しい。無理解で残酷な言葉によって傷つく避
難者を減らすためには、避難者の置かれている現
状を正しく把握し、避難者自身を理解することが
必要であると考える。それは私たち自身への省察
があってこそ可能となる。
Ⅵ　展望
　今回のインタビュー調査は高齢者層の人々を対
象におこなったが、今後は幅広い年齢層から避難
の体験を多角的に問うていきたい。また、差別や
偏見をなくしていくために、避難者以外の人々の
原発事故や避難者に対する意識がどのようなもの
であるかについても探っていきたい。
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